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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

認認認定定定付付付ききき設設設置置置
Raymarine では Raymarine の認可を受けた正規の設置業者
に保証付き設置を依頼することをお勧めします。 認証付き
設置を受けると、製品保証特典が拡大されます。 詳細は
Raymarine業者に連絡し、製品に同梱の別記保証についてお
問い合わせください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置
および操作してください。作業指示を守らない
と、怪我をしたり、ボートが損傷したり、製品の
性能が十分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 摩摩摩耗耗耗
摩耗を防ぐため、ブロンズ製の筐体のトランス
デューサを金属製の船体 (ハル) を持つ船舶には
設置しないでください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。本書で特に明記さ
れていない限り、カバーを開けたり、内部部品
に触ったりしないでください。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶の電源の
スイッチがオフになっていることを確認してく
ださい。本書で特記されていない限り、電源が
入った状態で機器を接続、または切断することは
おやめください。

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの操操操作作作
トランスデューサの試験と操作は、水中でのみ
行ってください。水から上がった状態では操作
しないでください。オーバーヒートすることが
あります。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格
ヒューズまたは自動遮断器などによって十分に保
護されていることを確認してください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルををを
切切切断断断しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
• トランスデューサ ケーブルを切断すると、ソ
ナーの性能が大幅に低下します。ケーブルを
切断した場合、交換が必要です。切断された
ケーブルは修理できません。

• トランスデューサ ケーブルを切断すると、保
証および欧州の CE マークの法的効力が無効
になります。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はあり
ません。保守や修理はすべて Raymarine認定販
売店にお問い合わせください。 無許可で修理す
ると、保証が無効になることがあります。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののクククリリリーーーニニニンンングググ
トランスデューサの底部に海藻類などが付着して、パフォー
マンスを低下させることがあります。海藻類の蓄積を防ぐた
め、水生の防汚塗料でトランスデューサをコーティングして
ください。防汚塗料は地元の海事関連業者から入手できま
す。6カ月ごと、または航海シーズンの始めに塗料を塗布し
直してください。スマート トランスデューサの中には、防
汚塗料の塗布場所について制限を設けているものがありま
す。業者にご相談ください。

注注注意意意: 塗料を塗布した場合、温度センサーを装備したトラン
スデューサが正常に機能しなくなることがあります。

注注注意意意: ケトンベースの塗料は絶対に使用しないでください。
ケトンは多くのプラスチックを攻撃することがあり、これ
によってセンサーが損傷する可能性があります。

注注注意意意: 絶対にスプレー塗料をトランスデューサに使用しな
いでください。スプレーを噴霧すると小さな気泡が生じ、
海事用トランスデューサが空気中を正しく伝播できなくな
ります。

柔らかい布と家庭用洗剤を用いてトランスデューサをきれい
にします。付着物が多い場合は、緑のスコッチ ブライトTM

パッド (たわし)で付着物を落とします。トランスデューサ表
面を傷つけないように注意してください。
トランスデューサに外輪が装備されている場合、細粒度の
ウェット＆ドライペーパーを濡らしてやすりをかけること
ができます。

注注注意意意: アセトンなどの強力な洗浄溶剤を使用すると、トラン
スデューサが損傷することがあります。

水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
本製品の防水加工等級は製品の「技術仕様」に記載されてい
る、規定された IPX 標準を満たしています。

免免免責責責
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または Raymarine
以外の個人、または事業体によって製造された製品と互換性
があることを保証しません。
Raymarineでは本製品を使用したこと、または使用できない
こと、他社が製造した製品とやり取りをする、または製品で
使用されている、あるいはサード パーティによって使用ま
たは提供されている情報にエラーがあったことに起因する損
傷や負傷に対して責任を負いません。

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が EMC指令 2004/108/ECの必
須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの該当する製
品ページをご覧ください。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com
にアクセスしてオンライン登録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登録しておく
必要があります。製品のパッケージにはシリアル番号を示す
バーコードラベルが付いています。お手元の製品を登録する
際には、このシリアル番号が必要になります。ラベルは、将
来の使用に備えて大切に保管してください。
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製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃
棄物のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine 製
品の中には WEEE 指令の適用対象にならないものもありま
すが、Raymarineではこの方針をサポートしております。お
客様にもこの製品の廃棄方法についてご理解いただきますよ
うお願いいたします。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)
の対象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正
確な情報です。ただし Raymarineでは、誤りや脱落が含まれ
ていても、一切責任を負いかねます。また、継続的に製品改良
を重ねる方針により、仕様が通知なしに変更される場合があ
ります。このため Raymarineでは、製品と本書の間に相違が
あっても、責任を負うことはできかねます。Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com)を調べて、お使いの製品の最新
版のドキュメントがお手元にあることをご確認ください。
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章章章 2: ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ドキュメント情報 ( 10 ページ)

• 2.2 CHIRP DownVisionTM の概要 ( 11 ページ)

• 2.3 CHIRP ソナーの概要 ( 11 ページ)
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2.1 ドドドキキキュュュメメメンンントトト情情情報報報
このドキュメントには、お使いの Raymarine製品の設置に関
する重要な情報が記載されています。
本書には、次の際に役立つ情報が記載されています。

• 設置計画を立てたり、必要な機器を漏れなく手配してい
るか確認する際

• 接続されている海洋電子機器の広域システムの一環として
お使いの製品を設置し、接続する際

• 問題をトラブルシューティングし、必要に応じてテクニ
カル サポートを入手する際

本書を含め、その他の Raymarine 製品のドキュメントは、
www.raymarine.comから PDF形式でダウンロードできます。

DownVisionTM 船船船底底底貫貫貫通通通 (スススルルルハハハルルル) 型型型トトトララランンン
スススデデデュュューーーサササ
次の DownVision船底貫通 (スルハル)型トランスデューサが
ご利用いただけます。

品品品番番番 説説説明明明
取取取付付付けけけタタタ
イイイプププ 構構構造造造

A80278 CPT-70
Dragonfly
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通
(スルハル)

プラス
チック

A80279 CPT-80
Dragonfly
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通
(スルハル)

ブロンズ

A80277 CPT-110
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通
(スルハル)

プラス
チック

A80271 CPT-120
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通
(スルハル)

ブロンズ

• CPT-80おおおよよよびびび CPT-120 (ブブブロロロンンンズズズ製製製)—グラスファイバー
製および木製の船体 (ハル) には、ブロンズ製のトランス
デューサがお勧めです。金属製の船体 (ハル) での使用に
はお勧めしません。

• CPT-70おおおよよよびびび CPT-110 (プププラララスススチチチッッッククク製製製)—グラスファイ
バー製および金属製の船体 (ハル)には、プラスチック製の
トランスデューサがお勧めです。木製の船体 (ハル) での
使用にはお勧めしません。

本本本書書書ののの図図図にににつつついいいててて
お使いの製品の型式と製造日によっては、本書の図がお使い
の製品と多少異なる場合があります。
画像はすべて図解目的でのみ提供されています。

製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

説説説明明明 品品品番番番

DownVision船船船底底底貫貫貫通通通型型型 (スススルルルハハハルルル)トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササ設設設置置置説説説明明明書書書
CPT–70 / CPT–80 / CPT–110 / CPT–120トランス
デューサの設置およびソナーモジュールま
たは多機能ディスプレイへの接続方法。

87201 / 88025

aシシシリリリーーーズズズ、、、cシシシリリリーーーズズズ、、、eシシシリリリーーーズズズ設設設置置置おおお
よよよびびび操操操作作作説説説明明明書書書
aシリーズ、cシリーズ、eシリーズ多機能
ディスプレイの魚群探知機アプリケーショ
ン (DownVision操作を含む)の操作方法の詳細

81337

Dragonfly設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作説説説明明明書書書
Dragonfly多機能ディスプレイ用のソナーお
よび DownVisionアプリケーションの操作方
法の詳細

81345

詳詳詳細細細情情情報報報
詳しい操作方法については、多機能ディスプレイに付属のハ
ンドブックを参照してください。

ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル設設設置置置説説説明明明書書書
このドキュメントには、トランスデューサの設置方法のみが記
載されています。ソナーモジュールの接続方法については、ソ
ナーモジュールに付属のドキュメントを参照してください。
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2.2 CHIRP DownVisionTM ののの概概概要要要
DownVisionTM は、トランスデューサからの信号を読み取り、
水面下の景色を詳細に映し出します。トランスデューサは、
音波の波動を海中に送り、音波が海底に到達して跳ね返って
くる時間を測定します。跳ね返ってくるエコーは、海底の構
造やエコーの通る道に存在するその他の物標、例えば、暗
礁、難破船、砂洲または魚などの影響を受けます。
DownVisionTM は、広角の左右ビームおよび細い前後ビームを
生成します。 DownVisionTM ビームの対象範囲は、船舶の真下
から船舶の両側までです。

DownVision ビビビーーームムム

D12777-2

DownVisionTM は、船舶速度が低い方が効果的です。深海で
は、下部固定を向上させて、より広い水柱で移動オブジェク
ト (魚など)の検出を高めるため、CHIRP帯域幅が自動的に最
適化されます。
幅が広く、細いビームの方が、明瞭なターゲット戻り値が得
られます。CHIRP処理を使用し、動作周波数を高く設定する
ことで、詳細な画像が得られ、魚が存在する近辺の海底構造
を特定しやすくなります。
CHIRP DownVisionTM 画画画面面面ののの例例例

2.3 CHIRP ソソソナナナーーーののの概概概要要要
ソナーは、トランスデューサからの信号を読み取り、水面下
の景色を詳細に映し出します。トランスデューサは、音波の
波動を海中に送り、音波が海底に到達して跳ね返ってくる時
間を測定します。跳ね返ってくるエコーは、海底の構造やエ
コーの通る道に存在するその他の物標、例えば、暗礁、難破
船、砂洲または魚などの影響を受けます。
ソナーでは 25°の円錐型ビームが生成されます。円錐型ビー
ムの範囲は、船舶の真下の水柱までです。

円円円錐錐錐型型型ビビビーーームムム

D12784-2

ソナーは速度範囲内でのみ有効です。深海では、下部固定を
向上させて、より広い水柱で移動オブジェクト (魚など)の検
出を高めるため、CHIRP帯域幅が自動的に最適化されます。
CHIRP ソソソナナナーーー画画画面面面ののの例例例

ドキュメントおよび製品情報 11
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 設置チェックリスト ( 14 ページ)

• 3.2 付属部品 ( 14 ページ)

• 3.3 必要となる追加コンポーネント ( 15 ページ)

• 3.4 互換性のある DownVisionTM 製品 ( 15 ページ)

• 3.5 必要な工具類 ( 16 ページ)

• 3.6 警告および注意 ( 16 ページ)

• 3.7 場所に関する必要条件 ( 17 ページ)

• 3.8 トランスデューサの寸法 ( 18 ページ)

設置の計画 13



3.1 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク

1 システムのプランを作成する

2 必要なすべての機器と工具を揃える

3 すべての機器を配置する

4 すべてのケーブルの経路を決定する。

5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開ける。

6 すべての機器を接続する

7 すべての機器を定位置に固定する。

8 システムの電源を投入し、テストを行う

設設設計計計図図図
設計図は、設置計画を立てる上で不可欠な部分です。 将来
的にシステムに機器を追加したり、保守においても役立ちま
す。設計図では、次のような情報をご覧になれます。

• 全コンポーネントの位置。

• コネクタ、ケーブルタイプ、経路および長さ。

3.2 付付付属属属部部部品品品
製品の付属部品は以下のとおりです。

1 2

3

4

D12966-1

1 船底貫通型 (スルハル)トランスデューサ

2 船底勾配ブロック

3 固定ナット

4 ドキュメントパック

14 CPT-70 / CPT-80 / CPT-110 / CPT-120



3.3必必必要要要とととなななるるる追追追加加加コココンンンポポポーーーネネネンンントトト
この製品は電子システムの一部であり、完全操作を行うため
には次の追加コンポーネントが必要です。

• 互換性のある DownVisionTM ソナー モジュールまたは
DownVisionTM 型式多機能ディスプレイ。互換性のある製
品の一覧については、「3.4互換性のある DownVisionTM 製
品」を参照してください。

• トランスデューサ延長ケーブル適切なケーブルについて
は、「章 4ケーブルと接続部」を参照してください。

3.4互互互換換換性性性のののあああるるる DownVisionTM 製製製品品品
トランスデューサは、次の DownVisionTM ソナーモジュール
および多機能ディスプレイに直接接続することができます。

CPT-60 / CPT-70 / CPT-80

説説説明明明 品品品番番番

��� Dragonfly E70226

CPT-100 / CPT-110 / CPT-120

説説説明明明 品品品番番番

CP100 E70204

a68 / a68 Wi-Fi E70206 / E70207

a78 / a78 Wi-Fi E70208 / E70209

設置の計画 15



3.5 必必必要要要ななな工工工具具具類類類
トランスデューサを設置するには、次の工具が必要です。

21

4

5 6

7

3

D12951-1

1 アングルファインダー

2 やすり

3 *航海仕様の粘着シーラント (水中での利用に適切)

4 ドリルビット (パイロット穴を開けるため)

5 モンキーレンチ (トランスデューサのナットに
適したサイズ)

6 帯鋸 (船底勾配ブロック切断のため)

7 32 mm (1 1/4インチ)のホールカッター

重重重要要要:
*正しく設置することは、設置者様の責任になりますので
ご了承ください。トランスデューサを設置する前に、シー
ラント メーカーのガイドラインを調べて、目的の環境で
の使用に適していること、またトランスデューサおよび船
体 (ハル) で使用されている素材に適していることを確認
してください。
Raymarineでは、不適切な素材の使用によって生じた損傷
に対する責任は負いかねます。

3.6 警警警告告告おおおよよよびびび注注注意意意
重重重要要要: 本書の「章 1重要な情報」の項に記載されている警
告と注意に目を通し、内容を理解してから先に進んでく
ださい。

16 CPT-70 / CPT-80 / CPT-110 / CPT-120



3.7 場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
トランスデューサの場祖を選択する際は、以下のガイドライ
ンに従ってください。
最良のパフォーマンスを得るためには、乱流やエアレーショ
ンが最も少ない場所にトランスデューサを設置する必要があ
ります。

重重重要要要: トランスデューサは、トレーラーローラー、船舶の
エンジン吸気口、吐き出し口と直列になるように設置しな
いでください。

• トランスデューサは、船舶の中心線からできるだけ近くに
設置してください。

D12952-1

1 2

3

5

4

6

1 浮上性船
体 (ハル)

船船船外外外まままたたたははは I/O—前方、プロペラ側に装着

2 浮上性船
体 (ハル)

船船船内内内—プロペラとシャフトの前方に装着

3 浮上性船
体 (ハル)

ススステテテッッップププドドドハハハルルル—船尾にできるだけ近
く、最初の段差部分に装着

4 排水型船
体 (ハル)

排排排水水水型型型船船船体体体 (ハハハルルル)—ハルの長さの約 3分
の 1の位置を水線に沿って測定して装着

5 キール帆
船

フフフィィィンンンキキキーーールルル—キール前方に装着。キー
ルがトランスデューサの幅広ビーム幅の
障害にならないように注意

6 キール帆
船

フフフルルルキキキーーールルル—キールから離れた、船底
勾配が最低の場所に装着。キールがトラ
ンスデューサの幅広ビーム幅の障害にな
らないように注意

• トランスデューサは、トランスデューサ、檣座、肋材、外
板の条列、リベット列など、突出部から離して設置してく
ださい。

1

2

4

3

D12636-1

1 檣座

2 肋材

3 リベット列

4 外板の条列

• トランスデューサは正しい向きに設置してください。

D12953-1

2

3

1

54

1 船体 (ハル)

2 トランスデューサの側面図

3 トランスデューサの底面図

4 船首の方向

5 船尾の方向

• トランスデューサの設置場所には、ハル内部にナットを装着
するのに十分なスペースを確保し、取り外しができるよう
に、100 mm (4インチ)のヘッドルームを設けてください。

• トランスデューサは、トランスデューサの底面がまっすぐ
下を向くように設置してください。

設置の計画 17



3.8 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの寸寸寸法法法
トランスデューサの寸法を以下に示します。

CPT-70 おおおよよよびびび CPT-110 (プププラララスススチチチッッッククク)

D12965-2

M30 x 3.5

75.5 mm
(2.97 in)

210.8 mm (8.3 in) 52 mm (2 in)

25 mm
(0.98 in)

30 mm
(1.18 in)

CPT-80 おおおよよよびびび CPT-120 (ブブブロロロンンンズズズ)

D12954-1

M32 x 2

105.5 mm
(4.2 in)

210.8 mm (8.3 in) 52 mm (2 in)

26.3 mm
(1 in)

18 CPT-70 / CPT-80 / CPT-110 / CPT-120



章章章 4: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 4.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 20 ページ)

• 4.2 ケーブルの配線 ( 20 ページ)

• 4.3 接続の概要 ( 21 ページ)

• 4.4 トランスデューサのケーブル接続 ( 21 ページ)

ケーブルと接続部 19



4.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用すること
が大切です。

• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正し
い種類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適
切であることを確認してください。 たとえば電源ケーブ
ルが長くなると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるため
に、大きな番線が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは
正しく配線してください。

• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可
能な限り、最小曲げ径 200 mm (8 インチ) / 最小曲げ半径
100mm (4 インチ) を確保してください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないように
すべてのケーブルを保護します。可能であれば被覆やコン
ジットを使用してください。ビルジや出入口、または移動物
体や熱い物体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に
固定してください。余分なケーブルは巻き取り、邪魔にな
らないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、
適切な防水加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでくだ
さい。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざ
けることを心がけてください。

• 他の機器やケーブル

• 高電流が流れる AC / DC 送電線

• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。
コネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも
抜けないことを確認してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されており、損傷が
ない (狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない)
ことを確認してください。

4.2 ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
トランスデューサケーブルのケーブル配線の要件

• ケーブルが、接続先の機器に届くのに十分な長さがあるこ
とを確認してください。トランスデューサ延長ケーブルの
詳細については、ソナーモジュールに付属のマニュアルを
参照してください。

• 貫通穴には必ずグロメットを使用して、トランスデューサ
ケーブルに損傷が起きないようにしてください。

• 干渉を防ぐため、トランスデューサ ケーブルを他の電気
ケーブルから分離させてください。

• ケーブルクリップ (付属していません)で、ケーブルを一定
間隔で固定します。

• 余ったケーブルは、巻き取って、使いやすい場所に収納
します。
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4.3 接接接続続続ののの概概概要要要
次の情報を手がかりに、お使いの製品の接続を特定してく
ださい。

コココネネネクククタタタ コココネネネクククタタタタタタイイイプププ 接接接続続続先先先:

CPT-60 / CPT-70 /
CPT–80 Transducer
and display power

Dragonflyディスプレ
イ

CPT-100 /
CPT-110 / CPT-120
Transducer

ソナーモジュールま
たは互換性のある多
機能ディスプレイ

4.4トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののケケケーーーブブブルルル接接接続続続
トランスデューサは、DownVision ソナー モジュールまた
は DownVision 型式の多機能ディスプレイに直接接続するこ
とができます。
お使いのソナーモジュールまたは DownVision型式の多機能
ディスプレイに付属の「ケーブルと接続部」に関する章の説
明に従って、正しく接続を行ってください。

接接接続続続
以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続します。
1. 船舶の電源スイッチがオフであることを確認します。
2. ユニットに接続されている装置が、装置に付属の設置指示

に従って設置されていることを確認してください。
3. 向きが正しいことを確認しながら、ケーブル コネクタを

しっかりと対応するユニットのコネクタに押し込みます。
4. 固定用環を時計回りに回して、ケーブルを固定します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
設置方法によっては、トランスデューサケーブルを延長する
必要がある場合があります。

• 適切なトランスデューサ延長ケーブルの一覧については、
「章 11スペアおよび付属品」を参照してください。

• Raymarine では、1 本のトランスデューサ ケーブルにつ
き、ケーブル延長を最大 1つにすることをお勧めします。

• 最良のパフォーマンスを得るには、すべてのケーブル長を
最低限に抑えてください。

ケーブルと接続部 21
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章章章 5: 設設設置置置前前前テテテススストトト

目目目次次次
• 5.1 トランスデューサのテスト ( 24 ページ)

設置前テスト 23



5.1 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののテテテススストトト
トランスデューサを設置する前に、操作を確認する必要があ
ります。
1. トランスデューサをソナーモジュールのトランスデューサ

接続部に接続します。
2. トランスデューサを完全に水中に沈めます。
3. ソナー モジュールと接続されている多機能ディスプレイ

の電源を入れます。
4. 多機能ディスプレイの魚群探知機アプリケーション ペー

ジを開きます。
5. 魚群探知機アプリケーションに表示される水深と温度の読

み取り値が、正確であることを確認します。
6. 読み取り値が得られない場合は、Raymarineテクニカルサ

ポートまでお問い合わせください。

注注注意意意: トランスデューサは、DownVision ソナー モジュー
ルが内蔵されている多機能ディスプレイには直接接続す
ることができます。

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの操操操作作作
トランスデューサの試験と操作は、水中でのみ
行ってください。水から上がった状態では操作
しないでください。オーバーヒートすることが
あります。
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章章章 6: 取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 6.1 船底勾配角 ( 26 ページ)

• 6.2 船底勾配がある船体 (ハル) へのトランスデューサの装着 ( 27 ページ)

• 6.3 船底勾配がない船体 (ハル) へのトランスデューサの装着 ( 28 ページ)

• 6.4 グラスファイバー芯材を使用した船体 (ハル) への装着 ( 29 ページ)

取り付け 25



6.1 船船船底底底勾勾勾配配配角角角
船底勾配角は、船体中心線と船舶のハルを結ぶ直線とで形成
される角度です。

D12955-1

2

3

1

4

1 水線

2 中心線

3 船底勾配角

4 水線と平行

船底勾配角は、アングルファインダーまたは同様のデバイス
を使用して、ハルの外側で測定する必要があります。
船船船底底底勾勾勾配配配角角角ののの例例例

0
o

24
o

33
o

D12956-1

• ブブブロロロンンンズズズ製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ—船底勾配ブロックは、船底
が平らなハルには必要ありません。船底勾配角があるハル
については、必ずブロックを使用してください。

• プププラララスススチチチッッッククク製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ—船底が平らなハルにつ
いては、船底勾配ブロックの切断は必要ありません。ハル
内部で使用してください。船底勾配角があるハルについて
は、必ずブロックを使用してください。

船船船底底底勾勾勾配配配ブブブロロロッッックククののの切切切断断断
船舶艇体 (ハル) の底が平面である場合を除き、船底勾配ブ
ロックをハルの形状に合わせて切断する必要があります。ブ
ロックとハルの間に隙間があっても、ナットをきつく締めて
閉じようとしないでください。トランスデューサや船底勾配
ブロックが損傷することがあります。船底勾配ブロックは、
船底勾配角が 25度を超える船舶には適していません。

D12957-1

2 3 4

1

5

1 船底勾配ブロック (ブロック正面、前向き)

2 水線に平行

3 4 mm (0.16インチ)以上の隙間

4 ハルの傾斜

5 船底勾配角、25度 (最大)

1. 船底勾配角を計算します。

船底勾配角は、トランスデューサを設置する場所から、ア
ングルファインダーまたは同様のデバイスを使用して、ハ
ルの外側で測定する必要があります。

2. 船底勾配の測定角度に合わせて、帯鋸盤を調整します。
3. 船底勾配ブロックを帯鋸盤上に配置し、ブロックの上部が

帯鋸の切断ガイドに向かうようにします。
4. ブロックの向きが正しいことを確認します。船底勾配ブ

ロック上部の矢印が、 船首を向いていることを確認し
てください。

5. 切断によって均等サイズ部分が 2つできるように、船底勾
配ブロックと切断ガイドの位置決めをします。

注注注意意意: 上の図に示すように、船底勾配ブロックの底部から 4
mm (0.16インチ)以上の隙間を空けておく必要があります。

6. 手順 1 ～ 5 を再確認します。
7. ブロックを切断します。

D12958-1

2

3

1

4

ブロックの上半分を使用して、ナットを締める際にハル内
の水平面を確保するため、上半分を保管しておきます。

8. 船底勾配ブロックの下半分とハルを確認し、うまく適合し
ていることを確認します。

ブロックが船舶の中心線に平行になるように配置されてい
ることを確認します。

9. ブロックとハルの間に隙間がある場合は、適切なやすりを
使用して、望ましい精度が得られるまで、ブロックの形
状を整えます。

船船船底底底勾勾勾配配配ブブブロロロッッックククロロロケケケーーータタタののの除除除去去去
船底勾配のない船舶にプラスチック製のトランスデューサを
設置する場合は、船底勾配ブロックの底部からロケータを
除去する必要があります。

D12959-1

2 2

1

1 船底勾配ブロック

2 ロケータ (トランスデューサ上での位置決めのため)

1. 船底勾配ブロックをトランスデューサから除去します。
2. 適切なのこぎりで、ブロック底部からロケータを切り落と

します。
これで、「船底勾配のないハルへのトランスデューサの装
着」の項の説明にあるように、ブロックをハル内で使用で
きるようになります。
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6.2船船船底底底勾勾勾配配配がががあああるるる船船船体体体 (ハハハルルル)へへへのののトトトラララ
ンンンスススデデデュュューーーサササののの装装装着着着
船底勾配角がある船体 (ハル)にトランスデューサを装着する
場合は、以下の手順に従ってください。

重重重要要要: トランスデューサのケーブルに付属しているラベル
は、重要な情報が記載されているため、剥がさないでく
ださい。

5

4

1

3

2

8

7

6

4

4

4

D12960-1

4

4

1 トランスデューサケーブル

2 船体 (ハル)

3 ナット

4 航海仕様の粘着シーラント—水中での利用に適
切 (付属していません)

5 船底勾配ブロックの上半分

6 船底勾配ブロックの下半分

7 挿入管

8 トランスデューサ

1. 船底勾配ブロックの下半分が船舶の中心線 (キール)と平行
になるように位置合わせをします。

2. 油性マジックで、ブロック縁端周辺、および挿入管を通
すための内部の穴に印を付けます。

3. 船体 (ハル) からブロックを除去します。
4. 船体 (ハル)に印を付けた、挿入管を通す場所の中心にドリ

ルでパイロット穴を開けます。
5. 適切なサイズのホールカッターで穴を開けます。
6. サンドペーパーまたはやすりをかけて、先端に凸凹やギザ

ギザがないようにします。
7. 表面に汚れやきずがなく、破片が付着していないことを

確認します。
8. トランスデューサの上面の境界部分および船底勾配ブロッ

クの下面全体に、海洋仕様の粘着シーラントを厚くたっ
ぷりと塗布します。

9. 挿入管の両側に海洋仕様の粘着シーラントを厚くたっぷ
りと塗布し、シーラント剤が固定されたナットから約 6
mm 突出するようにします。

10.トランスデューサのケーブルを船底勾配ブロックの挿入管
穴に通します。

11.船底勾配ブロックをトランスデューサに押し付けるように
し、ブロック上の位置決めロケータがトランスデューサの
位置決め穴と一致するようにします。

12.切断した船底勾配ブロックの下半分の上面境界部分の、船
体 (ハル)に接触する部分に海洋仕様の粘着シーラントを厚
くたっぷりと塗布します。

13.船体 (ハル)の穴周辺全体に、海洋仕様の粘着シーラントを
厚くたっぷりと塗布します。

14.トランスデューサ ケーブルと挿入管を船舶のハルから通
し、トランスデューサが手順 2 で付けた印に沿っている
ことを確認します。

15.切断した船底勾配ブロックの上半分の底面境界部分の、船
体 (ハル)に接触する部分に海洋仕様の粘着シーラントを厚
くたっぷりと塗布します。

16.船内に人がいる状態で、挿入管の上に船底勾配ブロックの
上半分を配置します。

17.切断した船底勾配ブロックの上半分の上面境界部分の、
ナットに接触する部分に海洋仕様の粘着シーラントを厚
くたっぷりと塗布します。

18.ナットの底部に海洋仕様の粘着シーラントを厚くたっぷり
と塗布します。

19.船底勾配ブロックとトランスデューサが動かないことを
確認し、ナットを締めてトランスデューサ アセンブリ
を固定します。

20.次のようにナットを締めます。

• プププラララスススチチチッッッククク製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ—手で締めてから、
モンキーレンチで 4分の 1回転締めます。

• ブブブロロロンンンズズズ製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ— モンキー レンチで締
めます。

• 木木木製製製船船船体体体 (ハハハルルル) — モンキー レンチでナットを締める
前に、木製の船体 (ハル) が膨張することを想定して
ください。

波をかぶったときに漏れが生じたりトランスデューサが動
いたりするのを防ぐため、ナットが正しく締められてい
ることを確認してください。シーラントを塗布した面の
境界部からシーラントが突出しているのが確認できるは
ずです。

締めすぎないように注意してください。締めすぎると、ト
ランスデューサとハルが損傷を受け、この結果、水がハル
内に侵入して来る可能性があります。

21.余分な粘着シーラントはすべて取り除いてください。
22.船舶を水に戻す前に、シーラントが完全に硬化している

ことを確認してください。

硬化時間については、シーラント メーカーの説明書を
参照してください。

23.船舶が水の中に戻されたら、すぐに漏れがないかを確認
してください。

24.漏れがないことを確認できるまで、設置後も定期的に漏れ
がないかを確認してください。

25.トランスデューサ周辺の漏れの確認を、日常的な船舶保守
のスケジュールに組み込むようにしてください。

D12961-1

4

3

2

1

6 mm

5

1 ナット

2 船底勾配ブロックの上半分

3 船底勾配ブロックの下半分

4 トランスデューサ

5 航海仕様の粘着シーラント—水中での利用に適
切 (付属していません)
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6.3船船船底底底勾勾勾配配配がががななないいい船船船体体体 (ハハハルルル)へへへのののトトトラララ
ンンンスススデデデュュューーーサササののの装装装着着着
船底が平らな (船底勾配がない)船体 (ハル)にトランスデュー
サを装着する際は、以下の手順に従ってください。

重重重要要要: トランスデューサのケーブルに付属しているラベル
は、重要な情報が記載されているため、剥がさないでく
ださい。

D12962-1
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1 船体 (ハル)

2 ナット

3 航海仕様の粘着シーラント—水中での利用に適
切 (付属していません)

4 船底勾配ブロック—ナットと船体 (ハル)の間に
は、船底勾配ブロックまたは適切なスペーサー
を使用してください。

5 トランスデューサ

1. ガイドラインに従って、トランスデューサに適した場所を
選択してください。

2. 挿入管を通すために選択した場所の中心に、ドリルでパイ
ロット穴を開けます。

3. 適切なサイズのホールカッターで穴を開けます。
4. サンドペーパーまたはやすりをかけて、先端に凸凹やギザ

ギザがないようにします。
5. 表面に汚れやきずがなく、破片が付着していないことを

確認します。
6. トランスデューサ上面全体の、船体 (ハル) に接触する部

分に、海洋仕様の粘着シーラントを厚くたっぷりと塗布
します。

7. 挿入管の両側に海洋仕様の粘着シーラントを厚くたっぷ
りと塗布し、シーラント剤が固定されたナットから約 6
mm 突出するようにします。

8. 船体 (ハル)の穴周辺全体に、海洋仕様の粘着シーラントを
厚くたっぷりと塗布します。

9. トランスデューサ ケーブルと挿入管を船舶のハルから
通し、トランスデューサが中心線と平行になるようにし
ます。

10.船体勾配ブロックの上下面全体に海洋仕様の粘着シーラ
ントを厚くたっぷりと塗布します。

11.船内に人がいる状態で、挿入管の上に船底勾配ブロック
を配置します。

12.ナットの底部に海洋仕様のシーラントを厚くたっぷりと
塗布します。

13.船底勾配ブロックとトランスデューサが動かないことを
確認し、ナットを締めてトランスデューサ アセンブリ
を固定します。

14.次のようにナットを締めます。
• プププラララスススチチチッッッククク製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ—手で締めてから、
モンキーレンチで 4分の 1回転締めます。

• ブブブロロロンンンズズズ製製製トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ— モンキー レンチで締
めます。

• 木木木製製製船船船体体体 (ハハハルルル) — モンキー レンチでナットを締める
前に、木製の船体 (ハル) が膨張することを想定して
ください。

波をかぶったときに漏れが生じたりトランスデューサが動
いたりするのを防ぐため、ナットが正しく締められてい
ることを確認してください。シーラントを塗布した面の
境界部からシーラントが突出しているのが確認できるは
ずです。

締めすぎないように注意してください。締めすぎると、ト
ランスデューサとハルが損傷を受け、この結果、水がハル
内に侵入して来る可能性があります。

15.余分な粘着シーラントはすべて取り除いてください。
16.船舶を水に戻す前に、シーラントが完全に硬化している

ことを確認してください。

硬化時間については、シーラント メーカーの説明書を
参照してください。

17.船舶が水の中に戻されたら、すぐに漏れがないかを確認
してください。

18.漏れがないことを確認できるまで、設置後も定期的に漏れ
がないかを確認してください。

19.トランスデューサ周辺の漏れの確認を、日常的な船舶保守
のスケジュールに組み込むようにしてください。

D12963-2
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6.4グググラララスススフフファァァイイイバババーーー芯芯芯材材材ををを使使使用用用しししたたた船船船
体体体 (ハハハルルル) へへへののの装装装着着着
グラスファイバー芯材を用いた船体 (ハル)にトランスデュー
サを設置する際は、心材が用いられていない箇所に設置し
てください。
船体 (ハル)で芯材を用いた箇所に設置する際は、事前に穴の
周辺を適度に強化して、トランスデューサを固定したときに
損傷が起きないようにしてください。

重重重要要要: 芯材を用いた船体 (ハル)への設置は、適格な海洋機
器設置業者のみが行ってください。
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章章章 7: シシシススステテテムムム確確確認認認とととトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 7.1 詳細情報 ( 32 ページ)

• 7.2 複数のソナー操作 ( 32 ページ)

• 7.3 トラブルシューティング ( 33 ページ)
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7.1 詳詳詳細細細情情情報報報
詳しい操作方法については、多機能ディスプレイに付属のハ
ンドブックを参照してください。

7.2 複複複数数数のののソソソナナナーーー操操操作作作
複数のソナーモジュールを備えたシステムでは、1度に 1台
のソナーのみを操作することができます。
多機能ディスプレイで魚群探知機アプリケーションを使用す
る前に、本書に記載されている方法の 1つを使用して、1台
のソナーモジュールのみがシステムでアクティブになってい
ることを確認してください。

内内内部部部ソソソナナナーーー モモモジジジュュューーールルルととと外外外付付付けけけソソソナナナーーー モモモ
ジジジュュューーールルルののの切切切りりり替替替えええ
内部と外部のソナーモジュールの間でアクティブなソナーモ
ジュールを切り替えたい場合は、以下の手順に従います。
1. アクティブなソナーモジュールの電源を切ります。

• 内部ソナーモジュールは、魚群探知機アプリケーション
メニューからオフにします。 [メメメニニニュュューーー] > [セセセッッットトトアアアッッッ
プププ] > [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] > [内内内部部部音音音響響響]を選択します。

• 外付けのソナー モジュールは、電源装置でオフにし
ます。

2. 魚群探知機アプリケーションに「使用可能な音響ソース
がありません」というメッセージが表示されるまで待ち
ます。

3. 新しいソナーモジュールの電源を入れます。

複複複数数数ののの外外外付付付けけけソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルののの切切切りりり替替替えええ
お使いのシステムに複数の外付けソナー モジュールが装備
されている場合は、以下に記載の手順に従って、1度に 1台
のソナー モジュールのみがアクティブになるようにする必
要があります。

注注注意意意: 多機能ディスプレイに内内内蔵蔵蔵ソナーモジュールが含ま
れている場合は、次の手順を試す前に、「 内部ソナー モ
ジュールと外付けソナーモジュールの切り替え」に記載の
手順を完了してください。

1. 電源装置を切るか、電源ケーブルをソナー モジュールか
ら外して、すべての外付けソナー モジュールの電源を切
ります。

2. 魚群探知機アプリケーションに「使用可能な音響ソース
がありません」というメッセージが表示されるまで待ち
ます。

3. 使用する外付けソナーモジュールの電源を入れます。
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7.3 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設置に関連し
た考えられる原因と必要な是正策を提供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保
証プログラムを終了しています。しかし、お手元の製品に問
題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を行うこ
とで、正常な動作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない場合は、
Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ユニットの電源障害 ユニットの電源およびケーブルを調べてください。

その他のユニット障害 ユニットに付属の説明書を参照してください。

ユニットが Raymarineネットワークスイッチに正しく接
続されていることを確認してください。クロスオーバー
カプラまたはその他のカプラケーブル/アダプタを使用し
ている場合は、必要に応じて接続を確認してください。

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認して
ください (該当する場合)。

SeaTalkhs / RayNetネットワーク
の問題

SeaTalkhs/ RayNetケーブルが損傷していないことを確認
してください。

ソナーデータが多機能ディス
プレイで使用できない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

ゲイン、または周波数設定が現
在の状況に適していない可能
性があります。

ソナープリセット、ゲイン、および周波数設定を確認
してください。

ユニットの電源障害 電源電圧を確認します。低すぎる場合、ユニットの送信
電力に支障が出ることがあります。

ユニットのケーブル障害 ユニットへの電源、トランスデューサ、およびその他す
べてのケーブルが正しく接続され、損傷がないことを
確認してください。

トランスデューサが正しく装着され、汚れがないことを
確認してください。

トランスデューサ障害

船尾のトランサムにトランスデューサを装着した場合
は、トランスデューサが物に当たって飛ばされていない
ことを確認してください。

その他のユニット障害 ユニットに付属の説明書を参照してください。

船舶が停止中 船舶が静止しているときは、アーチ状の魚は表示され
ず、ディスプレイには直線のように表示されます。

船舶速度が速い トランスデューサ周辺の乱流のためにユニットに混乱が
生じている可能性があります。

深度の読み取りまたはソナー
イメージの問題

スクロール速度がゼロに設定
されています。

スクロール速度を調整してください。

ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルのののリリリセセセッッットトト
互換性のある Raymarine多機能ディスプレイのリセット機能
を使用して、ソナーモジュールを工場出荷時の設定に戻すこ
とができます。
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
4. [ソソソナナナーーーのののリリリセセセッッットトト] を選択します。
5. 必要に応じて、[はははいいい]を選択して確定するか、[いいいいいいえええ]を

選択して操作を中止します。
これでお手元のユニットは工場出荷時設定にリセットされ
ます。
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章章章 8: 保保保守守守

目目目次次次
• 8.1 定期点検 ( 36 ページ)

• 8.2 ユニットのクリーニング方法 ( 36 ページ)

保守 35



8.1 定定定期期期点点点検検検
次のような定期点検を行ってください。

• 磨耗や切断、切り傷などの損傷の兆候がケーブルにない
か検査する。

• ケーブル接続がしっかりと取り付けられており、ロック機
構が適切に作動していることを確認する。

注注注意意意: ケーブルの確認は、電源のスイッチを切った状態
で行ってください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行うには、正
規のサービス技術者のみが使用できる特別な修理
手順と工具が必要になります。ユーザーが点検や
調整を行える部品はありません。オペレータは
絶対にカバーを外したり、自分で製品の修理を
試みないでください。

8.2ユユユニニニッッットトトのののクククリリリーーーニニニンンングググ方方方法法法
ユニットを定期的にクリーニングする必要はありません。た
だし、ユニットのクリーニングが必要だと判断した場合は、
以下の手順に従ってください。
1. 電源のスイッチがオフであることを確認します。
2. 清潔で湿った布でユニットを拭きます。
3. 必要であれば、中性洗剤を付けて付着油脂を除去します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののおおお手手手入入入れれれとととクククリリリーーーニニニンンングググ

トランスデューサの底部に海藻類などが付着して、パフォー
マンスを低下させることがあります。海藻類の蓄積を防ぐた
め、水生の防汚塗料でトランスデューサをコーティングして
ください。防汚塗料は地元の海事関連業者から入手できま
す。6カ月ごと、または航海シーズンの始めに塗料を塗布し
直してください。スマート トランスデューサの中には、防
汚塗料の塗布場所について制限を設けているものがありま
す。業者にご相談ください。

注注注意意意: 塗料を塗布した場合、温度センサーを装備したトラン
スデューサが正常に機能しなくなることがあります。

注注注意意意: ケトンベースの塗料は絶対に使用しないでください。
ケトンは多くのプラスチックを攻撃することがあり、これ
によってセンサーが損傷する可能性があります。

注注注意意意: 絶対にスプレー塗料をトランスデューサに使用しな
いでください。スプレーを噴霧すると小さな気泡が生じ、
海事用トランスデューサが空気中を正しく伝播できなくな
ります。

柔らかい布と家庭用洗剤を用いてトランスデューサをきれい
にします。付着物が多い場合は、緑のスコッチ　ブライトTM

パッド (たわし)などの強くて頑丈なクリーニングパッドを使
用して付着物を落とします。トランスデューサの表面を傷つ
けないように注意してください。

注注注意意意: アセトンなどの強力な洗浄溶剤を使用すると、トラン
スデューサが損傷します。

36 CPT-70 / CPT-80 / CPT-110 / CPT-120



章章章 9: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 9.1 Raymarine カスタマー サポート ( 38 ページ)

• 9.2 製品情報の表示 ( 38 ページ)
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9.1 Raymarineカカカスススタタタマママーーーサササポポポーーートトト
Raymarineでは、総合的なカスタマーサポートサービスを提
供しています。カスタマー サポートへのお問い合わせは、
RaymarineのWebサイト、お電話および電子メールをご利用
いただけます。問題を解決できない場合には、いずれかの手
段でさらなる支援を受けてください。

Web サササポポポーーートトト
次の弊社 Webサイトにあるカスタマーサポートにアクセス
してください。
www.raymarine.com
Webサイト上では、よくある質問、修理情報、電子メールに
よる Raymarineテクニカルサポート部門への相談、世界各地
の Raymarine 取扱店をご覧になれます。

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト
アアアメメメリリリカカカ合合合衆衆衆国国国内内内：：：

• 電電電話話話: +1 603 324 7900

• フフフリリリーーーダダダイイイヤヤヤルルル: +1 800 539 5539

• 電電電子子子メメメーーールルル: support@raymarine.com

英英英国国国、、、欧欧欧州州州、、、中中中東東東：：：

• 電電電話話話: +44 (0)13 2924 6777

• 電電電子子子メメメーーールルル: ukproduct.support@raymarine.com

東東東南南南アアアジジジアアア、、、オオオーーーススストトトラララリリリアアア:

• 電電電話話話: +61 (0)29479 4800

• 電電電子子子メメメーーールルル: aus.support@raymarine.com

製製製品品品情情情報報報
修理をご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意く
ださい。

• 製品名。

• 製品の ID。

• シリアル番号。

• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。

• 系統図。

製品内のメニューを使って、これらの製品情報を入手でき
ます。

9.2 製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
互換性のある多機能ディスプレイの [診診診断断断] メニューを使用
することで、ユニットに関する情報を表示することができま
す。製品のシリアル番号やソフトウェア バージョンなどの
情報が表示されます。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] ををを選選選択択択しししままますすす。。。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [診診診断断断] を選択します。
4. [装装装置置置ののの選選選択択択] オプションを選択します。

接続されている装置の一覧が表示されます。
5. 情報を表示する製品を選択します。または、[すすすべべべてててののの

デデデーーータタタををを表表表示示示]を選択して、接続されているすべての製品
の情報を表示することもできます。
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章章章 10: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 10.1 技術仕様 ( 40 ページ)
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10.1 技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様
寸寸寸法法法 • 長さ: 210.8 mm (8.3インチ)

• 高さ: 131.8 mm (5.2インチ)
最大

ケケケーーーブブブルルル長長長 10 m (32.8 フィート)

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ環環環境境境仕仕仕様様様
動動動作作作温温温度度度 0 ºC to + 40 ºC (32 ºF to 104 ºF)

保保保存存存温温温度度度 –20 ºC～+ 70 ºC (23 ºF～ 158 ºF)

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 • IPX6および IPX7

ソソソナナナーーー / DownVision ののの仕仕仕様様様
チチチャャャンンンネネネルルル数数数 CHIRP 2個 (ソナーで 1個、DownVisionで 1

個)

動動動作作作周周周波波波数数数 • ソソソナナナーーー— 200 KHz中心周波数

• DownVision— 350 KHz中心周波数

ビビビーーームムム対対対応応応範範範
囲囲囲

• ソソソナナナーーー— 25°円円円錐錐錐型型型ビーム

• DownVision—広 (左舵 /右舵)および細 (船
首から船尾まで)フフファァァンンンビーム

タタターーーゲゲゲッッットトトののの
分分分離離離

CHIRP処理を使用して分離します。

• ソソソナナナーーー— 32 mm (1.25インチ)

• DownVision — 25 mm (1インチ)

深深深度度度 標準的な深度パフォーマンスは 189 m (600
フィート) です。ソナーチャンネルと
DownVisionチャンネルの両方に適用され
ます。

適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様
適適適合合合性性性 • EN 60945:2002

• IEC 28846:1993

• EMC指令 2004/108/EC

• 豪州・ニュージーランド:
C-Tick、コンプライアンス
レベル 2
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章章章 11: スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
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11.1 スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
スススペペペアアア

説説説明明明 品品品番番番

船底勾配 (フェアリング)
ブロック (CPT-70 / CPT-80 /
CPT-110 / CPT-120)

R70258

交換用ブロンズ製固定ナッ
ト (CPT-80 / CPT-120)

R70260

交換用プラスチック製固定
ナット (CPT-70 / CPT-110)

R70259

付付付属属属品品品

説説説明明明 品品品番番番

4 m (13.1 フィート) トラン
スデューサ延長ケーブル
(CPT-110 / CPT-120)

A80273

4 m (13.1フィート) Dragonflyト
ランスデューサ延長ケーブ
ル (CPT-70 / CPT-80)

A80224
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